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図2は著作権の関係により、掲載できません。













第 2 問 次の文章I -IIIを読んで，以下の問い（問1 - 9)に答えよ。解答番号

［ニコ ～ □□

I 脊椎動物の発生では．原腸胚期を過ぎると胚の背側の外胚葉が厚く平たくなっ

て神経板が形成される。神経板の両側が盛りあがってひだをつくり、このひだが
A) 
内側に折れ込んでつながり．胚の内部に神経管が形成される。さらに発生が進む

と．神経管の前方は膨らんで脳（脳胞）を形成し．後方の細長い部分は脊髄とな

る。また．神経管がつくられるときに神経堤細胞が遊離し．胚のさまざまな場所
8) 

へ移動する。

問1 文章中の下線部A)の細胞は，カエル胚を用いて実験的に誘導することが

できる。図に発生段階の異なる2つのカエル胚の断面と選択肢を示す。あ群

（左図）の① -@の胚の領域とい群（右図）の@-®の胚の領域のどれとどれを

組合せれば誘溝できると考えられるか。最も適当なものをあ群の(j)-@の

うちから一つ，い群の@-®のうちから一つ選べ。なお，あ群とい群の胚の

切断而の向きは同じである。あ群 CJ:二］，い群［口こ］

［あ群］

゜

［い群］

®

 

®

゜

問 2 文章中の下線部 B) は将来何に分化するか。最も道当なものを，次の0)­

®のうちから一つ選べ0 [IC]
〇 腸管の上皮細胞

＠ 感此神経の神経細胞

® 血管の内皮細胞

® 腸管の平滑筋細胞

＠ 網膜の視細胞

® 心臓の心筋細胞
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［あ群］および［い群］は著作権の関係により、掲載できません。
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図1～図3は著作権の関係により、掲載できません。
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図4は著作権の関係により、掲載できません。
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図5は著作権の関係により、掲載できません。
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図6は著作権の関係により、掲載できません。
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　図3は著作権の関係に
　より、掲載できません。






